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緒 言

近年,昆 虫の一 種 で あ るユ ス リカが アレル ゲ

ン活性 を有 し,気 管支 喘 息に おい て吸入性 抗原

とな りうるこ とが報告 されてい る1)-3).日本 国 内

に数 百種 棲 息す るユ ス リカの うちア レル ゲン活

性 が確認 されて い る もの は,ま だ ご く僅 か にす

ぎない4) 5).種 の異 な るユ ス リカ間に は しば しば

交差 反応 性が 存在 す る こ とが知 られてお り6)7),

また同 じユ ス リカで あっ て も幼 虫 と成 虫で はア

レルゲ ン活性 が異 な るこ とも知 られてい る6) 8).

しか し,オ ス,メ ス間 での比較 検討 は未 だ なさ

れて い ない.

本 稿 で は,オ オ ユ ス リ カ(Chironomus

 plumosus)と アカムシユス リカ(Tokunagayusur

ika akamusi),セ ス ジユ ス リカ(Chironomus

 yoshimatsui)の 各抗 原 につ いて,皮 膚反 応,ヒ

スタ ミン遊離 を中心 に比較検 討 を行 ない,ま た

オ オユ ス リカ抗原 につ い ては,オ ス,メ スの抗

原性 につ いて も検討 を行 い,若 干 の知 見が得 ら

れた ので報 告す る.

対 象 と 方 法

対 象 は 岡山大 学三 朝分 院お よ び本 院 にて加療

中の 気管支 喘息163例 で男性67例,女 性96例,年

齢分布7-78歳,平 均年 齢41.1歳 であ った.ま

た対照 と して健康成 人24例 を選 ん だ.

抗 原 と して,本 大 学寄生 虫学教 室作 製の 各種

ユ ス リカ抗 原液 を用 い た.皮 膚 反応 は抗原 濃度

6.25μg/mlで 行 ない,抗 原液 を前腕屈 側 の皮 内に

0.02ml注 射 して, 15分 後, 5時 間後, 48時 間後

に観 察 して,そ れ ぞれ即時 型,中 間型,遅 延 型

とした.即 時型 または 中間 型皮膚 反応 は,発 赤

の平均 直径 が20mm以 上 か,膨 疹 の平均 直径 が9

mm以 上,ま た遅 延型 皮膚 反応は,発 赤 また は硬

結 の平均 直径 が10mm以 上 を陽性 と判定 した.末

梢血 好塩基球 か らの ヒス タ ミン遊 離は,既 報 の

全血法 に準 じて行 な った9) 10).す なわ ち,ヘ パ リ

ン加静 脈血4mlに 生理 食塩 水 また は各種 濃度 の

ユ ス リカ抗 原 液 を0 .2ml加 え, 37℃ に て15分 間

incubationし た後,氷 冷水 中 にて反応 を停め,

 1500回 転 にて20分 間遠 心 した後,血 漿 と白血球

層 とを採取 し,テ クニ コン社 の ヒス タ ミン自動

分 析装 置 で測 定 した.前 者の結 果 は%ヒ ス タ ミ

ン遊離 として表 した.血 清IgE値 はRIST法

で,ま たユ ス リカ特 異的IgE抗 体 価 はChir

onomus thummi thummi (CTT)抗 原 を用 い

たRAST法 で測定 した.
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結 果

気 管支 喘 息患 者に おけ るユ ス リカ抗 原 に よる

皮 膚反 応陽性 率 は,オ オユ ス リカ抗原 にお いて,

即 時型 で23.3%,中 間型 で6.8%,遅 延 型 では,

 5.5%で あ った.ま た,オ ス抗 原 では, 20.5%,

 6.8%, 9.6%,メ ス 抗 原 で は, 23.3%, 2.7%,

 5.5%で あ り,オ ス,メ ス 抗 原 の 間 に は 有 意 の 差

は み られ な か っ た.一 方,ア カ ム シ ユ ス リ カ抗

原 で は,即 時 型 で32.2%,中 間 型 で3.6%,遅 延

型 で は2.9%,ま た セ ス ジユ ス リカ抗 原 で は, 25.8

%, 0%, 0%で あ り,こ れ ら と比 較 す る と,

図1　 ユ スリカ抗原による皮膚反応陽性率

表1　 ユス リカ抗 原による即時型皮膚反応の一致率
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オオユ ス リカ では即 時型 反応 の陽性率 は最 も低

く,中 間型,遅 延 型 反応 での陽 性率 はむ しろ高

い傾 向が み られ た(図1).

図2　 ユス リカ抗原添加 による末梢血好塩基球から

のヒスタミン遊離-健 康人-

図3　 オオユ スリカ抗原添加による末梢血好塩基球

か らの ヒスタ ミン遊離-皮 膚反応による検

討-

図4　 オオユ ス リカ抗原添加 による末梢血好塩基球

か らの ヒスタ ミン遊離-血 清IgE値 別検討

表2　 ユス リカ抗原添加による末梢血好塩基球から

の ヒスタ ミン遊離

図5　 オオユス リカ抗原添加による末梢 血好塩基球

か らの ヒスタミン遊離-RAST別 検討-

これ らの抗 原 の交差 反応 性 を,即 時型皮 膚反

応 の一致 率 で検 討 した.オ オユ ス リカ とア カム

シユ ス リカでの 陽性 率 は それ ぞれ23.3%, 26.0
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%と ほ ぼ 等 し く,皮 膚 反 応 の 一 致 率 は91.8%で

あ っ た.オ オ ユ ス リ カ とセ ス ジユ ス リ カ で は 陽

性 率 は23.3%, 26.4%で あ り,一 致 率 は81.6%

で あ り,同 様 の 傾 向 を示 し た.ま た オ オ ユ ス リ

カ とオ オ ユ ス リ カ ・オ ス で は 皮 膚 反 応 陽 性 率 は

23.3%, 20.5%,一 致 率 は97.3%,オ オ ユ ス リ

カ とオ オ ユ ス リカ ・メ ス で は,そ れ ぞ れ23.3%,

 23.3%, 94.5%で あ り,い ず れ も 高 い 一 致 率 を

示 した(表1).

図6　 ユ ス リカ抗 原 添加 に よ る末梢 血 好塩 基 球か らの ヒス タ ミン遊離-オ オユ ス リカ ・ア カム シユ ス リカ ・セ

ス ジユ ス リカ の交 差 反応 性-

図7　 ユス リカ抗原による末梢血好塩基球か らのヒスタ ミン遊離-オ ス ・メス抗原の交差反応性-

オ オ ユ ス リ カ抗 原 に つ い て, 25μg/ml, 50μg/

ml, 100μg/ml, 250μg/mlの 各 添 加 濃 度 で の ヒ ス

タ ミン 遊 離 に つ い て 検 討 を行 っ た.そ の結 果,

ヒ ス タ ミン遊 離 は25μg/mlで は3.4±1.9%, 50

μg/mlで は, 3.3±2.7%, 100μg/mlで は3.6±2.7

%, 250μg/mlで は3.0±2.5%で あ り,セ ス ジ ユ

ス リカ 抗 原 と 同様 に すべ て の 添 加 濃 度 に お い て

低 値 を示 し た.従 っ て,以 後 は 添 加 濃 度25μg/ml

に て 検 討 を行 っ た.な お,ア カ ム シユ ス リカ 抗
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原 を用 い た健康 人末梢 血好 塩基 球か らの ヒス タ

ミン遊離 では,添 加抗 原 濃度 が高 くなるにつ れ

て,%ヒ スタ ミン遊 離 も増 加す る傾 向 を示 した11)

(図2).

ユ ス リカ抗原 を用 い た気管支 喘 息患 者末梢 血

好塩 基球 か らの ヒス タ ミン遊離 を,オ オユ ス リ

カで は32例,ア カム シユ ス リカ では144例,セ ス

ジユ ス リカで は77例 につ い て観 察 した. 15%以

上の 有意 の ヒス タ ミン遊 離 を示す 症例 は,オ オ

ユ ス リカでは2例(6.3%),ア カム シユ ス リカ

で は16例(11.1%)セ スジユ ス リカで は7例(9 .1

%)で あ り,オ オユ ス リカで最 も低 値 で あった

(表2).

オオユ ス リカ抗 原 に よる ヒス タ ミン遊離 を,

皮膚 反応 の陽性 例,陰 性 例 に分 けて検 討 した.

皮 膚反応 陽性例 では陰性 例 に比べ て高 い ヒス タ

ミン遊離 が観察 され,ヒ スタ ミン遊離 と皮 膚反

応 の間 には関 連が あ る こ とが示 され た(図3).

オ オユ ス リカ抗 原 に よる ヒス タ ミン遊離 を,

血 清IgE値 別 に検 討 した. 15%以 上 の有意 の ヒ

ス タ ミン遊離 が み られ た症例 は,い ず れ も血清

IgE値 が501 IU/ml以 上 で あ った(図4).

オ オユ ス リカ抗 原 に よる ヒス タ ミン遊離 を,

 CTT抗 原 に よ るIgE RAST値 別 に検 討 した. 

RAST score2+以 上 の 陽性例 と, RAST score

1+以 下 の陰性 例 とで は, RAST陽 性例 で,よ

り多 くの ヒス タ ミン遊離 が 観察 され た.し か し,

陽性 症例 数が 少 ない ため,な お今 後 の検討 が必

要 と考え られ た(図5).

ユ ス リカ抗 原 の交差 反応 性 を,ヒ ス タ ミン遊

離 で検討 した.そ の結果,オ オユス リカ とアカ

ム シユ ス リカで はr=0.90,と 正 の相 関関係 が

あ る こ とが示 され た(図6).

同様 に ヒス タ ミン遊離 で,オ オユ ス リカ抗 原

にお け るオ ス とメスの 問の 交差 反応性 につ いて

検討 を行 った.オ オユ ス リカ とオス抗原 ではr=

0.93,ま たオオユ ス リカ とメス抗原 でr=0.83

であ り,正 の相 関関係 が あ るこ とが示 され た(図

7).

以上 の こ とか ら,オ オユ ス リカ抗 原 はア カム

シユ ス リカ,セ ス ジユ ス リカ抗 原 と同様 に気管

支 喘息 の原 因抗 原 とな りうるこ と,こ れ らの各

抗 原 と交差 反応性 を有 す るこ と,ま た オオユ ス

リカのオ ス抗 原,メ ス抗原 も同様 に ア レル ゲ ン

活性 を有 し,こ の両者 間に も交差 反応性 が存在

す るこ とが示 唆 され た.

考 察

本邦 で初 めて のユ ス リカに よる喘息症例 の 報

告 か ら5年 近 く経 過 し1),この 間種 々 の新 しい知

見が報 告 されて い る.

現在 の時 点で は,ユ ス リカ抗原 は高率 に喘 息

患者 を感作 して2), IgE系 反応 をmediateす る

ことが知 られて い る12).臨床的 には,ア トピー素

因 を有 す る若 年発症 の血清IgE値 の高 い症例 が

感作 されや す く11),夏期 に症 状 の増 悪 をきた しや

すい とい う14).免疫 学的検 討 では,ユ ス リカ抗原

は ダニ抗原 な ど とは交差 反応性 を示 さず,独 立

した抗 原性 を有す るこ とも報 告 され ている15) 16).

しか し,抗 原性 を確 認 され た各種 のユ ス リカ間

には交差 反応性 が存在す るこ とが知 られてい る.

我が 国で現在 までに抗原性 を確 認 されたの は,

先 に挙 げた もの の他 には ミヤ コム モ ンユ ス リカ

(Polypedilum kyotoense),オ オヤ マ チ ビユ ス

リカ(Tanytarsus oyamai)な どであ る.こ れ

らのユ ス リカは それ ぞれ地域,季 節 で発生 す る

種 が異 なるため,ど の種 を取 り上 げるか に よっ

て抗体 陽性率 に差 が生 じる.石 井 らは,都 市 で

はセ ス ジユ ス リカが,湖 の附近 では一部 オオユ

ス リカ,ア カム シユ ス リカが重要 種 であ る と予

想 して い るが17),今 後 の検 討 課題 であ ろ う.

今 回の検 討 では,ユ ス リカ抗 原に よ る即 時型

皮 膚反 応陽性率 は,い ず れ も20-30%程 度 で あ

り,ま た各抗 原間 には交差 反応性 が存 在す るこ

とが示 され た.オ オユ ス リカ抗 原 で特徴 的 なの

は,中 間型,遅 延 型 反応 の陽性率 が高 い こ とで,

陽性 率 の低 いセ スジユ ス リカ とは対照 的 な結 果

が得 られて い る.こ の よ うな中間型,遅 延 型反

応 にお け る高 い陽性率 はIgE系 反応 のみでは説

明 困難 で あ り,既 に 山下 らが検討 を行 ったIgG

系反 応の関与等18)も考 慮する必要があるか もしれ

ない.

ヒスタ ミン遊 離 を中心 に した検 討 では,陽 性

率が 最 も高 いのは アカ ムシユ ス リカであ り,次

いでセ ス ジユ ス リカ,オ オユ ス リカの順 であ っ

たが,直 ち にこれ を 日本全 域 でのユ ス リカの実
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態 と考 え るの は無理 であ ろ う.今 後 も種 々 の検

討 を行 い,ダ ニ抗 原 におけ る ヒ ョウヒダニ の よ

うな優 占種 が 存在 す るのか どうか,そ れ とも地

域性,季 節性 等 を考慮 しつ つ これ らの各種 のユ

ス リカ抗 原 を適宜 検 索すべ きか を考 え る必要 が

あ る.

ユ ス リカに 限 らず,一 般 的 に昆 虫は卵,幼 虫,

サ ナ ギ,成 虫 の各時期 を成長 して い く.成 虫 で

は,オ ス,メ ス とな り,交 尾 の後 メスが産 卵す

る.幼 虫 お よび成 虫の各 時期 にお け る抗 原性 も

それ ぞれ 異 な るこ とが知 られ て いる.蚊 の よ う

な吸 血性 の昆 虫で は,通 常 オス は吸 血せ ず,メ

スの みが 吸血 す る.そ の ため,吸 血 性昆 虫は,

オ ス,メ ス に分 け て検討 す る必要 が ある.ユ ス

リカは蚊 に似 て はい る もの の吸血性 はな く,不

快 昆虫 に分類 され て い るが,ユ ス リカ抗 原 に関

して,オ ス,メ スの抗 原性 につ いて比較検 討 し

た報 告 は未 だ ない.今 回の検 討 では,皮 膚反応,

ヒス タ ミン遊 離 いず れに おいて も,オ ス,メ ス

共 に抗 原性 を有 し,両 者 の間に は交差反 応性 が

存在 す るこ とが示 唆 され た.

ユス リカ喘息 に関す る全 国的 な調査 も実施 さ

れ19),ユス リカ抗原 に対す る認 識は高 ま りつつ あ

るが,な お未解 決 の問題 も多い.外 国 での 喘息

発 症例20)をみて も明 らか な様 に,昆 虫は ある特 定

の環境 下 では大発 生す るこ とが知 られ てお り,

我が 国で も児島湖 周辺 でア カム シユ ス リカが大

発生 した報 告があ る21).富栄養 湖 として知 られ る

児島湖 がア カム シユ ス リカに適 して いたのが 大

発生 の原 因であ り,単 にア レル ギ-学 的な検 討

のみ でな く,こ うい った環境 問題 に も注意 しつ

つ研究 を進 めて い くこ とが重 要 であ ろ う.

結 論

気 管支喘 息に おけ るユス リカ抗 原の 関与 を検

討す る目的 で163症 例 に対 して検討 を行 っ た.オ

オユ ス リカ抗原 に よる即 時型 皮膚 反応 陽性率 は

23.3%で あ り,有 意の ヒスタ ミン遊 離 を示す症

例 は, 6.3%で,ア レル ゲ ン活 性 を有 す る こ とが

示 された.皮 膚 反応,ヒ スタ ミン遊 離 いずれ に

お いて もア カム シユ ス リカ,セ ス ジユ ス リカ と

の交 差反応 性が観 察 され た.オ オユ ス リカの オ

ス とメスは共 に抗 原性 を有 し,両 者の 間に も交

差反 応性 が存在 す るこ とが示 唆 され た.
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In order to better understand the characteristics of bronchial asthma caused by chironomid 

midges, cross-reactivity of midges was examined in 163 asthmatics through observation of skin 

reactions and specific IgE and histamine release.

Positive skin reactions were observed in 17 of 73 asthmatics (23.3%) for Chironomus 

plumosus, 89 of 276 (32.2%) of those for Tokunagayusurika akamusi, and 33 of 128 (25.8%) of 
those for Chironomus yoshimatsui.

Two cases of 32 (6.3%) asthmatics for Chironomus plumosus, 16 of 144 (11.1%) of those for 

Tokunagayusurika akamusi, and 7 of 77 (9.1%) of those for Chironomus yoshimatsui showed 

a significant amount of histamine release (more than 15%).

Cross-reactivity was present for Chironomus plumosus, Tokunagayusurika akamusi, Chir

onomus yoshimatsui, by both skin tests and basophil histamine release. It is suggested that 

both the male and female of Chironomus plumosus have common antigenecity, and cross

reactivity was observed between them.


